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   「煩悩」との付き合い方について、お話します。 
  私たち臨済宗の者にとって、聖典とされる『臨済録』において、仏教の重要課題「煩悩」
は、「示衆」において、それを示唆する言葉として、「人惑」があります。 
そして、それの病因を「病、不自信の処に在り」と云うのです。 
さらに、その対処法として「外に向かって求めまわる心を断ち切る」といいます。 

それで、「無依の道人」となる事を「真正の見解」とせよと示しています。 
 
「煩悩」という言葉を直接使った言葉としては、「煩悩は心に由って生じる。無心であれ
ば煩悩の拘束もない。」があります。 
「煩悩は、心に由って生じる。」どうしても煩悩は、生じてはしまうのです。 
 
私たちの身心は、現生の産物です。 

現生とは、今私たちが生きているこの世界そのものである。それを仏教では、「三界」とい
います。 
三界とは、迷いの世界を三段階に分けたものなのです。生きものが、生きようと欲する世

界が欲界であり、欲を離れた生きものが、生きる場所・物の世界が色界であり、物を離れた
高い精神世界が無色界であります。 
現生を構成する三つの世界を総称したものです。 
 

 『臨済録』では、三界を「今説法を聴いている君たちの心を離れては存在しないのだ。君
たちの一念の貪りの心が欲界であり、君たちの一念の瞋りの心が色界であり、君たちの一念
の愚痴の心が無色界である。これらは君たちの家に具え付けの家具である。」と云います。 
 
 三界とは、私たちが生きる世界そのものであり、私たちの心に具え付けのものであるとい
うのです。 
そして、その三界とは、貪瞋痴の三大煩悩であり、つまり、私たちの心には煩悩が具え付け
られているということなのです。 
 
『臨済録』では、私たちは、いろいろと思いを馳せ、仏を求め法を求め、解脱を求め、三界
を出たいと求めてしまうというです。 
私たちに具え付けの「煩悩」が、頭をもたげる度に無心に還る事、それが、「外に向かっ

て求めまわる心を断ち切る」事であり、「無依の道人」となる事なのだろうと考えます。「無
依の道人」となる事によって、「煩悩」の拘束が無くなると云うのです。 

 



「外に向かって求めまわる心を断ち切る」事で、「無依の道人」となるとは、どういう事
なのでしょうか。 

 
 臨済禅師は、『臨済録』の中で、「何物にも依存せずに出て来い」といいます。 
 
「煩悩」は、私たちの出身母体なのです。 
煩悩を拒むのではなく、本来そこにある物として受け入れ、見極めていく事が大事です。 
煩悩が。私たちを束縛するのは、依存してしまうからだというのです。 
 

つまり、依存を離れることが、煩悩はあれども、「外に向かって求めまわる心を断ち切る」
事になり、「無依の道人」となる事にであるという事をいうのです。 
通俗的な依存症理解のひとつに、「意志の弱い人が酒に溺れる」といわれます。 

依存症はこれまで道徳上の問題とされ続けてきました。 
 
人類学者であり社会科学者であるグレゴリー・ベイトソンは、依存問題の核には「自分や

他人に害があるのに、自分の力でとめられなくなった行動」があると云います。 
 
依存は、次のように形成されます。 

まず、本人にとってある行動は、短期的にはよいもの（苦痛が減る、気分がいい、うまくい
くなど）と経験されます。 
次に、本人はある場面でその行動を繰り返します。 
特定の行動を繰り返した結果、ついには、その行動を調節するスイッチが壊れてしまうの

です。 
 
すると、本人はその行動を自分の力でとめられなくなります。 
依存とは、人がある行動を繰り返した結果として生じる、その行動をとめられなくなった

状態なのです。 
この「止まらない行動」の原動力となっているのが、「渇望」です。 

「渇望」とは、意志の力ではそう簡単に打ち勝つことができない、決して満足する事の無い
強烈な欲求のことです。 
依存行動の発生について、愛着関係の不完全形成に寄るものの他、「自己治療仮説」とい

うものがあります。 
 
依存症者の臨床的観察に基づくもので、特定の物質が心理的苦痛を一時的に和らげてく

れると、人は無意識のうちに、その過去に捉われ、その物質を繰り返し摂取するようになり
依存症に陥るという説です。 



 
自己治療仮説は、医療者たちが、依存症者の依存行動ではなく、依存行動の背後にある苦

しみに着目していく道を切り開いたという意味で、非常に画期的でした。 
対処すべきは、彼らの依存行動ではなく、彼らの痛みや恐れや怒り、欠落感を埋めたいと

いった欲望など心理的苦痛なのだということが明らかにされたのです。 
 

 回復のグループは、現代社会に適応していく方向で回復を目指すのではありません。 
 
 
逆にここでは、現代社会に共有されがちな価値観、たとえば、金銭の追求、上下関係のあ

る人間環境などとは明確に距離を置き、依存者だった頃とは別の新しい生き方が生きられ
るというのです。 

 
 恐れ、憎しみ、自惚れ、利己心、欲得、恨み。無気力、自己陶酔、自己憐憫など、性格上
の欠点と呼ばれるものは「弱さ」です。 
私たちは誰しも「弱さ」を抱えた存在です。 

回復のグループではこの「弱さ」こそが、世界中の人をつなぐ連結環として機能しています。 
 
 回復コミュニティでは、同じ「弱さ」を抱えている者同士、他者を裁く気持ちは後退し、
自分を際立たせたいとは思わなくなるそうです。 
何かを無理に制御しようとする欲求そのものが小さくなり、変えられないものは受け入れ、
変えられるものは変えていけるよう、今日一日を「いまを生きる」という合言葉のもと、精
一杯に生きていく生活があります。 
 「煩悩」とは、「煩悩」の世界で「煩悩」によって存在している私たちにとって、逃れら
れないものなのです。 
依存の回復の現場でもお互いに「弱さ」があることを認め、それを連結環として支え合い、

回復への原動力としている。 
 回復の現場では、依存症の本人にとっての主治医は、本人自身であるという話を依存症か
らの回復過程にいる方から聴いた事があります。 
 
 自分自身の「煩悩」を日常から見つめ、何に苦痛を感じていることで依存しようとしてい
るのかを知る事が、大事なのです。 
 
そして、一つ一つ、その苦痛を解き離していくことで依存から離れていけば、「無依」で

生きる道を歩める人になることができるだろうと考えます。 
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